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平成 29 年 8月１0日発行　第 36 号

ご　挨　拶
会長　守谷次郎（昭和 38年卒）

　会員の皆様には、益々ご健
勝にてお過ごしのこととお喜
び申し上げます。
　東京鷹桜同窓会の運営につ
きましては、日頃からご理解
と、ご協力をいただき心から
御礼申し上げます。お陰様で
同窓会の運営も滞りなく進捗
致しております。

　今年、母校は創立97周年を迎えます。東京鷹
桜同窓会は母校創立60周年（昭和55年）を記念
として設立されてから37周年になります。記念
すべき第１回の総会には約300名の会員が集いま
したが、以降段々と出席者数が減少し、ここ数年
は80～90名という状況です。95周年記念同窓
会名簿によると関東地区の同窓生は2,843名です
が、東京鷹桜同窓会員数は約1,100名であり、年
齢別構成を調べますと60歳未満（昭和51年卒以
降）の会員は全体の１割強で126名にすぎません。

６割強は70歳以上（昭和40年卒以前）の方々です。
　同窓会入会式はいつから始まり、また、その理
由については明らかではありませんが、結果から
みて入会は母校卒業生の半ば義務化になっている
ものと思います。この義務化によって同窓会はど
う変化があるのか。
　確かに言えることは入会金の徴収により本部の
安定的財源になっていると思いますが、式で評議
員等を決めても、必ずしも総会等同窓会活動に関
わる会員が増えたとの話につながっていないので
はないか。同窓会活動に対する関心を引き出すきっ
かけにはなっていないのです。各支部の会員増の
期待にも応えていない。幸い東京支部に対しては
関東地区に進学等する新卒者に対し支部の紹介と
入会勧誘をしていただき、応答者は数名ですが、
実績は上がっていると言えます。
　同窓会の目的は「会員同士の相互親睦」が主で
あり、従として「母校の支援」がありますが、そ
れぞれの時代は変わっても母校で三年間、青春の
一時期を過ごした共通項を基に老若の集いを盛ん
にしたいものである。
　“まんず、試しに寄っておごやいっし”

昨年の総会・懇親会の模様は、10ページ　井澤さんのレポートを参照ください
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感動の渦に包まれた支援コンサート

鷹桜サロン主催

コンサート実行委員長 工藤美知尋（昭和41年卒）

　われわれの母校である山形県
立長井高等学校は、２０２０年
にめでたく創立百周年を迎えま
す。長井の同窓会本部では、同
窓会館の改修工事や校旗の新
調、百周年記念史などの費用と
して、約７０００万円にのぼる
多額の予算を計上しています。
今年６月には、前倒しで校旗が新調されました。こ
れにかかった費用は200万円です。
　百周年記念事業に要する費用は、会員から一人あ
たり約5千円を特別に徴収することによって当てる
ことになっています。
　私は、母校の百周年にちなんで、この際同窓会員
全員が参加でき、心が一つになるイベントが欲しい
と思って、このたびのコンサートを企画しました。
　このような思いの下に、6月8日 (木 )、東京オ
ペラシティ３Ｆの「近江楽堂」における「八木りん
木星音楽団＋望月成美 (藤原歌劇団ソプラノ歌手 )」
のコンサートが開催されました。ここのコンサート
ホールは定員120名と非常に狭いのですが、音響
がよく、小規模のコンサートにはぴったりのホール
です。当日昼夜2回にわたって行われたコンサート
は、いずれも満員盛況でした。特に夜の公演では、
拍手が鳴りやまず、２回にわたるアンコールの後、
全員で『広い河の岸辺』を合唱するほどの盛り上が
りでした。
　3月13日のチケット販売開始から、わずか1か
月にして、昼の公演のチケットは完売し、夜の方も
開催2週間前には完売しました。チケットのお申し
込みをお断りしたことも１０回以上ありました。
　これまでお目にかかったことがないＯＢ・ＯＧの
皆様方からもチケットの代金のみならず、ご寄附や
カンパ金を頂きましたことは、主催者を大いに勇気
づけるものでした。と申しますのは、このコンサー
トは予備費がない中で開始されましたので、万が一
赤字が出た場合には、主催者がすべて背負い込まな
ければならなかったからです。
　今回のコンサートの成功は、今後の東京鷹桜同窓
会の活動の多様な在り方を暗示しています。今まで
同窓会は、10月第4週の土曜日に総会を開催する
ことを第一として活動して来た訳ですが、今後は会
員のご希望を勘案して、いろいろなイベントを企画
すれば、新たな絆が生まれる事を示しています。

　　
　最後に今後のコンサート予定を記して、感謝の念
に代えたいと思います。大変ありがとうございまし
た。来年のコンサートでも多数の皆様方のご来場を
心からお待ち申しあげております。

　【今後の予定】
１．�2017 年 10 月 14
日 (土 )16：00～、　
長井市市民文化会
館　(八木りん木
星音楽団＋ゲスト
竹田恵子 )

２．�2018年６月８日
(金 )①14：00～、
② 18：30 ～、東
京オペラシティ近
江楽堂 (八木りん
チェロバンド＋文
屋小百合 (二期会ソプラノ ))

　　※チケット売り出し　2018年3月13日から
３．�2018年9月29日 (土 )14：00～、(予定 )(八
木りんバンド＋ゲスト望月成美 (藤原歌劇団ソ
プラノ )　長井市タスホテルホール (市民文化
会館は改修工事のため2年間使用不能となる )
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首都圏に「ふるさと長井会」が誕生

ふるさと長井会会長　　安部　浩（昭和36年卒）

　長年待ち望んでいた、首都圏に「ふるさと長井会」
の創設、昨年１０月に東京で開かれた設立総会で実
現に至りました。長井会の誕生にあたって、皆様か
ら多大なご協力と支援を賜わりましたことに、感謝
申し上げます。昨年の７月に長井で開かれた、ふる
さと長井しあわせ応援大使・サポーター意見交換会
で、設立することを決定して以来、設立のための協
力者の推薦、会員の募集、会の名称、役員の選任な
ど諸々の準備を進めて参りました。短い準備期間に
もかかわらず、会員数は設立総会時で３６３名に、
本年５月で４１９名に達しました。この中に、鷹桜
同窓会から入会された会員数が半数に近い１９３名
含まれています。当日の総会は、１５０余名の会員
が出席して開かれ、満場一致で長井会の創設が承認
されました。鷹桜同窓会会員の皆様のご理解とご支
援、並びに会員募集の際にご協力いただいた本部同
窓会長勝見英一郎氏に、改めて謝意を表し、お礼を
申し上げます。
　長井会は、会員相互の親睦を図り、ふるさと長井
との交流や情報交換を密にして、長井市の発展に寄
与することが目的であり、首都圏に在住する長井市
出身者、または市に係わりがあり、会の目的に賛同
する会員が集う組織です。活動は、（１）総会や交
流会などを通して、会員相互の親睦・交流を図る「総
務・広報部」、（２）出前授業や講演会などを通して、
長井の子どもたちの健やかな成長に寄与する「子育
て・教育部」、（３）長井からの情報提供を通して、
交流・発展に寄与する「観光・移住部」、（４）長井
の産業PRや首都圏との産業交流を通して、産業の
発展に寄与する「産業部」、そして（５）次世代を
担う人材育成を通して、長井の将来に寄与する「青
年部」、以上５つの事業をメインに行っています。
２月に会報「ふるさと長井会」創刊号が、長井会事

務局（長井市総合政策課）
から発行されました。
　ところで、山形県人東京連合会をご存知の方も多
いと思います。首都圏に所在する山形県出身者の団
体会員で構成する組織で、現在の加入団体数は６２
団体、県人祭りをメインイベントに、ふるさと訪問、
家族慰安芋煮会、芸能人山形県人会など活動範囲が
多彩です。歴史も長く、来年創立８０周年を迎え、
記念のプリイベントが既に実施されています。この
４月下旬に実施されたふるさと訪問に、４月２１日
オープンしたばかりの、長井市観光交流センター「道
の駅　川のみなと長井」が、訪問ルートに組まれた
ようです。連合会に加入することによって、長井会
の今後の発展や会員相互の活動範囲の拡大が期待で
きることから、連合会への加入手続きを進め、４月
から会員になりました。
　さて、大正９年に開校したわが母校、３年後に
１００周年を迎えるにあたって、記念事業の準備が
進められています。これを踏まえ、東京鷹桜同窓会
では鷹桜サロン・工藤美知尋副会長を実行委員長に、
同窓生である八木倫明さんと望月成美さんの協力を
得て、「長井高校創立１００周年記念事業支援コン
サート」を開き、収益金を記念事業に費やす企画が
進められています。長井会会員に、コンサートへの
お誘いとご協力をお願いしたところです。６月初演
を皮切りに、２年間に４回開催される支援コンサー
トが、成功裡に終わることを祈ります。
　最後に、すばらしい自然の中で生れ育った「長井
の心」は、世界の宝であると誇りにしていた、わが
故郷が生んだ著名な彫刻家、東京鷹桜同窓会初代会
長である、長沼孝三先生は、昭和５５年に母校が創
立６０周年を迎え、種々の記念事業が挙行されたと
き、東京鷹桜同窓会も心からの喜びを、大勢の会員
と共に祝賀できたことが、この上もなく素晴らしい
ことだったと思うと、翌年発行の東京鷹桜同窓会報
で述べられています。それから４０年の歳月が流れ
て、母校は１００年の歴史を飾ろうとしています。
母校の発展と記念事業のご成功を祈り、さらに、同
窓会と長井会の相互交流が、自然豊かな長井の発展
に繋がることを期待して、会員の皆様のご協力とご
支援をお願い申し上げます。
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長井高校と法政大学で学んだこと

・・・あの日あの頃・・・

愛智出版  代表取締役　丸川　満（昭和39年卒）

　今から4年前の平成25
年5月，家内の実家で法事
があったので久し振りに里
帰りをしてきました。せっ
かくなので高校の担任の恩
師，水野多門先生宅におじゃ
ましてきました。先生も奥
様も大変お元気で，間もな

く古希にならんとする私も，まだこれからだと大い
に英気を頂くことができました。
　午後からは中学の担任の恩師，吉田秀先生を訪ね
ました。水野先生の御子息も吉田先生の教え子との
こと，世間は広いようで狭いものです。吉田先生宅
にお伺いして，積もるお話も一段落した時，先生は
応接間に掲げられた斎藤茂吉の歌碑の掛軸を指差
しながら，その歌を吟じて下さいました。
　　　陸

みちのく

奥をふたわけざまに聳
そび

えたまふ
　　　　　　　　　蔵王の山の雲の中に立つ
　抑揚のきいた先生のお声は，何十年経っても感動
的でした。その昔，ひとの心にぐっと迫ってくる文
学の力に目覚めながら，私は長井高校で図書委員に
なり，さらに文学への憧憬を深くしていきました。
　毎朝JR長井線の鮎貝駅から南長井駅まで利用し，
学校に着いたら事務室で図書館の鍵を預かり，司書
の波多野先生が出勤されるまで図書館で時間を潰
しました。それから教室に戻り，また放課後は図書
館で過ごし，それが高校生活の毎日でした。
　当時，図書委員の活動は皆無でしたが，図書の貸
し出しと記録・統計，読書感想文，それらの情報を
伝える図書館新聞の発行を始めました。当時，米沢
商業の図書館新聞が優れていましたが，それに負け
ないものをと志しました。館長の後藤秀夫先生も，
全面的に私に任せて下さったので，長井高校図書館
新聞などの名称ではなく『リーディングタイムズ』
という洒落た名前を付けました。割付が短時間で簡

単にできるように，特製の原稿用紙も作ってもらい
ました。実は，この時の経験が後で私の人生の礎に
なるとは，全く想像できませんでした。
　昭和39年，あの東京オリンピックが開催された
年に，私は文学をもっと深く学んでみたい気持ちが
強くなり，上京したら何とかやれるだろうと，余り
深くは考えず東京教育大学文学部を受験すること
にしました。上京して兄の下宿先に転がり込んだの
ですが，受験前に「おまえも今後，東京で生活して
いくなら，自分の力でやって行きなさい」と言って，
読売新聞小石川柳町専売所で新聞配達をしながら
大学へ行くように，一方的に話を進めてきました。
　右も左も分からない東京で，受験勉強どころでは
ない新聞配達，集金，その他の仕事を覚えることが
始まったのでした。当然のことながら東京教育大学
への受験は失敗しました。来年こそはと思って予備
校に通うことにしました。駿台高等予備校の国立一
期校コースを受験しましたが，倍率が２倍以上もあ
り予備校も難しいのかと心細く思いながら，ともか
く合格して小石川柳町の都電停留所から水道橋駅
まで都電に乗り，乗り換えて御茶ノ水駅まで行き，
1年近く受験勉強に明け暮れしました。もちろん新
聞販売業に従事しながらです。
　新聞販売店には，日本大学経済学部に行っている
とか，中央大学法学部・Ⅱ部に行っているとか，二
松学舎大学に行っているとか，あるいはシナリオ作
家協会に行っている，競輪の選手をしているなど，
いろんな従業員がおりましたが，彼らが本当に大学
や組織・団体に在籍していたのかどうかは，当時で
もわかりませんでした。ただ，山形の田舎から出て
来た私でも，何とか大学と新聞販売業を両立させな
がら，自分の力だけでやっていけるのではないかと
妙な自信が出て来たことは事実です。
　ある時，販売店所長のＳ氏から歌舞伎座公演のチ
ケットをもらい，初めて歌舞伎座に行きました。そ
の時に観た有馬稲子と中村（萬屋）錦之介の共演を
かすかに覚えております。もう半世紀以上も前のこ
とです。またある時は，先輩のＥさんが新宿の歌声
喫茶「ともしび」に連れて行って受験勉強の息抜き
をしてくれました。従業員旅行では，箱根に行った
り，社会勉強も徐々に増えていきました。
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　仕事の面では，読売新聞本社にお使いに出さ
れて拡材（勧誘をする時の洗剤やタオルなど）
を取りに行ったり，プロの拡張団を夕方から案
内するなどの仕事もありました。従業員が突然
姿を消してしまう事件も何回かあり，代わりに
新聞を配達する仕事もありましたが，朝刊と夕
刊の配達場所が違うとか，代配業務には順路帳
に書き込むコツが重要でした。
　こうして受験勉強の時間が減少したため，目
標にしていた国立大一期校は途中で断念し，か
と言ってコツコツ貯めた入学資金も少ないので，
私立大学を一校だけ受験することにしました。
日本文学を学ぶことができ，当時では入学金・
授業料の最も少ない法政大学を選びました。何
とか合格したことを掲示板で確認し，キャンパ
スを出た所で１枚のチラシを受け取りました。
　それには「朝日新聞特別奨学生募集」とあり
ました。内容は，朝夕の新聞配達と集金業務の
みで私立大学の入学金・授業料を全額提供，住
宅と朝夕の食事を提供，毎月給与も提供すると
いう内容でした。
　私はこのしっかりした制度でお世話になりた
いと思いました。当時有楽町駅前にあった朝日
新聞本社で面接を受け，私は港区の朝日新聞高輪専
売所に配属されました。そこで4年間お世話になっ
て法政大学文学部日本文学科を自力で卒業しまし
た。
　朝日新聞の販売業界で若きリーダーであった，高
輪専売所の田窪英司氏が，親代わりで大学の事務へ
一緒に来て入学金・授業料を納入して下さったこと
は，生涯忘れ得ぬ青春時代の思い出です。高輪専売
所には，國學院大学，明治学院大学，早稲田大学，
明治大学，立正大学などに通う同僚がいました。な
お田窪氏はその後，朝日新聞みなと販売（株）を設
立され，現在も代表取締役として幅広く活躍してお
られます。
　朝の配達が終わると，食事を済ませ大学へ行きま
した。高校時代の図書委員活動を経験した私は，大
学の日本文学科学生委員会の編集委員会に所属し，
「法政日本文学」（学生による評論集）と「法政大
学文学部日本文学科学生委員会ニュース」の編集・

発行を手伝うことになりました。ところが6月頃，
予期せぬ出来事が起こりました。編集委員長のＮ氏
が行方不明になったのです。全体の委員長だったＡ
氏から無理矢理に編集委員長として活動するよう
に言われました。大学１年生として本来の勉強もあ
り，新聞業務もあり，とても時間が足りない状況に
ありましたが，２年間，活動する羽目になりました。
　日本文学科学生委員会室は，法大キャンパス内の
六角校舎３階にありました。毎朝のように私はこの
部屋に顔を出し，それから授業の聴講に出掛けまし
た。
　この六角校舎は現在取り壊されて消滅していま
すが，戦時中に小田切秀雄教授が反戦の砦を築いた
所と伝え聞いた場所でした。小田切先生の近代文学
の講義は実に新鮮なものでした。近代的文学観念・
人間観を確立した明治期の北村透谷に始まり，戦後
の作品に至るまでの縦横無尽な解説はまさに圧巻
でした。夏休みの宿題に「島崎藤村の『夜明け前』
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地元の食材と調味料に

こだわり続ける。

山形牛をはじめ

郷土料理と

銘酒が愉しめる店

もー吉
〒162-0825  東京都新宿区神楽坂2-10
ＴＥＬ　０３－５２６１－２１２８
マスター　安部俊彦（昭和４６年卒）

東京メトロ南北線飯田橋駅B3口 徒歩1分
ＪＲ飯田橋駅　西口　徒歩３分

工藤美知尋著（Ｓ41卒）

芙蓉書房出版　￥1,800（税別）2017年8月4日刊行

全国の書店・Amazon・楽天などで絶賛発売中

『軍医大尉桑島怨一の悲劇』
―われ上海刑場の露となりしか―

潮書房光人社　￥1,800（税別）2016年5月

『特高に奪われた青春』
―エスペランティスト斎藤秀一の悲劇―

とドストエフスキーの『罪と罰』を比較検討せよ」
というレポート提出を課され，暑い中，二つの大作
に必至に取り組んだことを鮮明に覚えています。
　第二外国語は仏語を選択しました。文法と読解を
清岡卓行先生と古賀照一先生お二人に学びました。
お二人とも詩人・作家であり，清岡先生は後に秀作
『アカシアの大連』で芥川賞を受賞され，ペンネー
ムが宗左近で著名な古賀先生は，詩集『藤の花』で
詩歌文学館賞を受賞されました。
　お二人とも魅力的な音韻で，しばしば優れた詩作
品を朗読して下さいました。古賀先生は担任で，喫
茶店で開いたクラス会にも気策に足を運んで頂き
ました。お二人の朗読を耳にし，ふる里の中学時代
の恩師，吉田秀先生を想い出していたことを今でも
思い出します。
　３年になるとゼミの運営委員を担い，卒論の準備
を始めました。大正文学を中心に学ぶゼミで，私は
卒論に余り取上げられていない徳富蘆花に取組も
うと思い，神田の古本屋で「蘆花全集20巻」を買
い求めました。しかし，田岡嶺雲の研究で著名なゼ
ミの西田勝先生から，もっと思想の深みがある作家
を取上げたらどうかというアドバイスで，宮沢賢治
に取組みました。
　「宮沢賢治論」を書くため，4年時には卒論に没
頭しました。卒業してＡ出版社に入り，四半世紀前
に独立し，地質学者，加藤碵一氏の力作『宮澤賢治
の地的世界』，『宮澤賢治地学用語辞典』を刊行しま
したが，まさに奇遇的な出版でした。
　当時，国立大学では国文学・国語学と称していた
が，法政大学では日本文学・日本言語学と称してい
ました。日本言語学は，沖縄文学「おもろさうし」
研究の第一人者，外間守善先生の講義でした。言語
は都（みやこ：奈良・京都）から鄙（ひな：地方）

へ行くほどに原形が残っているという，柳田国男の
「蝸牛考説」に大変興味を抱きました。外間先生に
は『日本言語学要説』，『日本言語史要説』の２冊を
まとめて頂き，Ａ出版社から刊行しました。
　ただ，学生時代には社会的事件もたくさんありま
した。代表的なものにベトナム戦争反対運動と成田
空港建設反対運動がありました。キャンパス正面に
は大きな立て看板が立てられ，中核・革マル・反帝
学評など学生運動のセクト闘争が連日の如く朝か
ら展開されました。
　所属セクトの名前を書いたヘルメットを被り，マ
スク代わりの汚れたタオルをして，長い角材を持っ
て激しい戦争ごっこを繰り返していました。時には，
長椅子などが積み上げられ，バリケードが築かれま
した。かいくぐって校舎に入り外を眺めると，図書
館棟の屋上から火炎瓶が次々に投げ落とされ，地上
で炸裂して炎が大きく広がりました。あの時，大学
の自治と学問の自由は最大の危機に直面していま
した。大学付近から市ヶ谷駅に至る道路には，機動
隊の車がずらりと並んでいました。1年時から，あ
のような喧騒の中で日本文学の一端に触れること
ができたのは，まさに奇跡的でした。
　来年3月でプロの出版の道を歩んで丁度50年に
なります。長井高校で「リーディングタイムズ」を
編集した経験が，その原点であり礎になったことを
思うと感慨深いものがあります。
　昨今の止まるところを知らない活字離れは，当時
は全く想像できなかった現代社会の現象で，価値観
の多様化や人生観の相違には，実に複雑な気持ちに
なっております。
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　高校を卒業し、仙台にて４
年間楽しい大学生活を送りま
した。勉強はしない学生なが
ら、希望の重工会社に入社で
きました。国立大学にて「早
く卒業し世のために働け」と
無理やり卒業させられた印象
があります。会社は横須賀の
浦賀にあり、それ以来横須賀に住んでおります。父
の海軍入隊した所が今も海上自衛隊基地がある横
須賀の田浦であり、横須賀に縁があったのかも知れ
ません。二歳上に兄がおりましたが、兄・志郎は平
成２７年１２月に亡くなり、長井で告別式を行いま
した。兄は、高校卒業後はほとんど長井には戻って
いませんでしたが、同窓の方々や知合いの方々大勢
にご会葬頂きました。紙面を頂き御礼申し上げます。
兄は、４０代後半より糖尿病に掛かり、大分重くなっ
ており低血糖症にて倒れたまま亡くなりました。単
身赴任先にて発見が遅れた事は残念でした。営業畑
一筋に人一倍仕事が好きで頑張り屋でしたが、大変
我儘な方であり好き放題に生きた悔いのない人生
であったと思います。
　私は会社では製鉄所の設備を担当し、設計を１５
年、その後製造、現地ＳＶ、企画管理から営業部門
と一通りの業務を経験しました。2000年に四国に
て関係会社を立ち上げにて４年ほど単身赴任とな
りました。月一度横須賀に戻る際、途中下車をして
京都や奈良など古都を訪ねる旅が楽しみとなりま
した。寺社、美術館、古い町並みや酒蔵などを訪ね
る旅です。特に寺は日本文化の基軸であり、皇族・
貴族が育て庶民が依拠し守ってきました。大好きな
日本の歴史、伝統や美術を辿るには、古寺の拝観が
相応しく五木寛之や敬愛する白洲正子の著作にも
後押しされ各地の古寺を拝観するようになりまし
た。日本人は信仰心が薄いと言われますが、本来は
信仰心が厚い民族なのでしょう。仏教を抜きに日本
は語れません。歴史を辿ると江戸時代に日本仏教は
幕藩仏教化しましたが、平安中期より室町時代にか
けて仏教は民衆に溶け込み助け導くものとなりま
した。それら時代に創建されて長い戦乱の時代を民

衆に守られてきた古寺が信仰と巡礼の寺として続
いています。西国三十三所観音霊場では、京都の清
水寺、奈良の長谷寺や近江の三井寺などの大寺は
度々訪ねていましたが、西国巡礼の中興の祖である
花山法皇の一千年御遠忌にあたる2008～2009年
の結縁開帳に合わせて、納経帖を携えて一番札所・
熊野の青岸渡寺より巡礼を始めました。
　麓の大門より苔むした石段を５百段ほど上り、本
堂本尊を拝観し那智大社、三重塔と那智の滝を巡り、
自然崇拝、神仏習合、古美術品や庭園などの日本の
文化が生きている西国巡礼に一瞬で魅せられてし
まいました。各札所では、もう二度と機会が得られ
ないであろう秘仏を拝観し、それを拝もうとする
人々の熱気に感嘆しました。都より遠い地方に名刹
札所も多く、三番・粉河寺、二十七番・書写山円教寺、

二十八番・成相寺や三十番札所・竹生島宝厳寺など
が印象深い素晴らしい寺院でした。西国三十三所は
観音浄土であり、民衆の諸難を救済し諸願を叶える
霊場であります。各札所は、那智の滝、琵琶湖、河
川に臨み、更に清水伝説など水の豊かな浄土にあり
ます。三十三所は車で行ける札所がほとんどですが、
山に建立された寺院が多く、階段がきついのも特徴
です。上醍醐とか施福寺とかの難所も残っています。
地域も広大ですが、日本文化を感じ信仰心を深めた
い、また体力と時間がある方は是非巡って頂きたい
と思います。西国巡礼は、皇族や貴族のものであっ
た仏教信仰・観音の慈悲を庶民ものにする事により
さまざまな危機を乗り越えて存続してきました。天
台、真言や奈良仏教の寺院がほとんどであり、鎌倉
以降の新仏教寺院はありません。西国三十三所巡礼
は日本の神仏信仰と文化の一つに過ぎないとも言
えますが、一つ一つ札所を巡ることで、長い庶民信
仰の形・現世利益への祈りや浄土への憧れが奥底ま
で感じられる道です。

西国三十三所巡礼を訪ねて

藤田　健二（昭和43年卒）



― 8 ―第36号 平成 29 年８月 10 日発行

の木星音楽団の演奏会が今年６月に東京で開か
れ、10月には長井公演がある。文化に理解のある
母校の先輩方に出会えたおかげだ。長井高校で良
かった。

　長年「母校」という
ものを意識することな
く生きていた。愛着が
足りなかった。オーケ
ストラの事務局やクラ
シック音楽の事務所や
出版社など、29年間仕
事をしたクラシック音
楽の世界を離れて、民
族楽器でフリー音楽家

になったのは2011年春、あの大震災のころ。
　自分の人間力だけで生きていかなくてはならな
い。心の中は不安がいっぱい。かすかな希望は《The�
Water�Is�Wide》という良い歌に出遭って、それを《広
い河の岸辺》として訳して自分のグループで歌い
始めたということ。何かの形できっと世に出る歌
だという確信。
　被災地に出かけ、避難所や仮設住宅集会所など
でこれを唄った。お客様もすぐに覚えて一緒に
唄って下さった。フリー音楽家になって、被災地
ボランティアをしているボクのことを知って強力
に応援してくれたのは、長井高校の同級生、芳賀
道也くん（YBC）だった。同じクラスになったこ
とない芳賀くんが、フリーの音楽家として生き始
めたボクの苦境を忖度してくれて、山形市でボク
のコンサートを開き、たくさんの同級生を集めて
くれた。
　2013年の秋、東京鷹桜同窓会でのアトラクショ
ン演奏の依頼を受けた。母校への恩返しをする
きっかけになると思い、ボランティアの演奏を引
き受け、共演ハープ奏者には、自分で薄謝を払っ
た。母校の先輩方の中に、ボクを応援して下さる
方々も現れたので、久しぶりに同窓会に出席して
本当に良かった。
　母校百周年に記念碑を贈ろうという主旨でボク

母校のありがたさ

ケーナ奏者／作詞家   

　八木倫明（やぎりんめい　昭和51年卒）

長井市東京事務所

〒１４４－００５１
東京都大田区西蒲田8-3-6橋本ビル１F
TEL/FAX　03-6424-7860

(一財)置賜地域地場産業振興センター
東京事務所

長井市アンテナショップ
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蓄積、戦績や個人の入賞歴、アベレージ等一目瞭
然にデータ化 (大滝二三夫さん提供 )され、奮起
や挑戦意欲をかき立たせるのに役立っている。
　優勝は大滝二三夫さん、準優勝は土屋年彦さん。
実力者が順当に上位を占めた。ベスグロは最年長
遠藤芳作さんで８９ストローク。エイジシュート
に３打及ばなかったがお見事というほかはない。
次回は１１月に神奈川県下にて開催予定。
　“和気藹々と愉しく”がモットーのイーグル会に
皆様お気軽に参加しませんか。お待ちしています。

　五月晴れの５月１７日、
人気のゴルフ場南総カント
リークラブ西コースにて
１５名が参加して開催され
た。初参加は桑島寛之さん
と沼澤さおりさん。丘陵
コースで林にセパレートさ

れフェアウェーが広く伸び伸
びプレー出来る幹事（前回優
勝者）遠藤芳作さんお奨めの
本当に良いコース。セルフプ
レーながら、最近の乗用カー
トのナビが秀逸で、目標への
距離やピンまでの残り距離等
わかりやすく表示され、スコ
アの入力も出来とても便利で
進化している。
　また、開催が１１回目とも
なると参加者の過去の実績が

イーグル会 第11回　ゴルフコンペ

須藤　勝味　（昭和46年卒）

乃木坂歯科クリニック

〒107-0052　港区赤坂9－5－26パレ乃木坂202
TEL    03－3404－9838

年に1回は、歯のチェックを！

院長　藤野　男
　　　藤野由美子（昭和43年卒）

　国指定天然記念物「伊佐沢の久保ザクラ」の樹勢
回復作業が 6 月 13 日、同所で行われました。この
作業は、平成 18 年から続けており、伊佐沢小学校

広報ながい　2017. 7. 1 から転載

小学生全員で桜を元気に
伊佐沢の久保ザクラ樹勢回復作業

の児童も参加しています。
　今年は初めて１年生から６年生までの全校児童
が樹木医の先生や伊佐沢桜会、地元関係者などと一
緒に作業を行いました。桜の樹勢回復のためには、
土壌を肥やし根を伸ばすことが良いとされており、
根の成長に良い環境を作る作業を行いました。この
作業を毎年継続していることにより、新しい枝や根
が出るなど回復の兆しが見えてきています。
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　平成28年10月22日（土曜
日）「レストランアラスカ、日
本プレスセンター店」において、
総会・懇親会が開催されました。
最寄りの駅から近く、最上階（10
階）に位置し、眼下に日比谷公
園を見下ろすことができます。
店内は天空15メートルの巨大

なドームになっていて音響がよく高尾�三世子（44
年卒業・合唱部卒）さんのミニコンサートも楽しむ
ことができました。卒業年度毎にほぼテーブルを囲
み、初めての参加でもすぐに打ち解けることができ
ます。会場入り口には長井のアンテナショップが懐
かしい味のお出迎えです。玉こんにゃくや鯉の甘露
煮などが並んでいました。また、今回は卒業生の執
筆した図書も並び、先輩の偉業に触れる貴重な機会
ともなっていました。
　大野副事務局長の進行で総会が始まりました。佐
藤副会長の開会の辞に続き、守谷会長の挨拶があり、
沼澤�幸雄様（44年卒）の議長のもと、スムーズに
議事が進行しました。全ての議案は承認され、福田
副会長の閉会の辞で無事総会は終了しました。参加
者全員で記念写真を撮影し、小休止です。
　１２時過ぎ、懇親会が始まりました。司会進行
は、井澤学年副幹事長と浅野副事務局長の２人でセ
レモニーと懇談の部に分けて行われました。工藤副
会長の開会の辞のあと、同窓会本部の平淳子副会長、
母校の佐藤�広行校長、長井市の遠藤�健司副市長の
来賓からご挨拶をいただきました。本部事務局長の

安部直志様と恩師の草刈�隆二先生のご紹介があり
ました。草刈先生には懇談の部でご挨拶をいただき
ました。
　乾杯は発声を昭和20年・長井高等女学校卒の中
島コウ様が元気に行ってくださいました。この後は
和気藹々の楽しい時間の始まりです。皆さん高校生
に戻って話題には困りません。面と向かっているの
は高校の友です。現実とのギャップもなんのその。
タイムマシンに乗って当時の話に花が咲きます。も
う、司会の言葉も耳に入りません。それでも、各卒
業年度ごとのお話には聞き耳を立てている方も。
途中で、高尾さんの紹介があり、プロ顔負けのミニ
コンサートが入りました。
　会の終盤には今　学年幹事長の指揮で高尾様と
臨時の合唱部の皆様のリードで校歌を全員で合唱
しました。さらに、絆を深めるために、宍戸　康男
様（４４年卒）のエールとさらに沓澤　昇様（３１
年卒）の
エールを頂
きました。
藤野副会長
の閉会の辞
で懇談会を
閉じまし
た。さらに、
この後、自由参加の神楽坂の「もー吉」でさらに盛
り上がったのは言うまでもありません。
　皆さん今年は29年10月28日（土）11:00～　
です。お一人でも多くの同窓生の皆様に参加頂ける
よう役員一同、案を出し合いました。総会・懇親会
に加えて、講話を計画しました。今年は佐藤副会長
に「南極から見える地球の健康状態」と題し講演い
ただきます。南極関連資料や南極の氷も皆さんに提
供できそうです。是非お誘いあわせて参加ください。
お待ちしています。

平成 28年

副学年幹事長　井澤 小一（昭和45年卒）

総会・懇親会レポート
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学年幹事長　今 憲行(昭和43年卒)

学年幹事を求めています

　「学年幹事会」の役割は「役
員会」で話し合われた予算、事
業、などを議論、承認しアイデ
アを出し合いながら「総会」へ
と道筋を作る大事な場となっ
ております。
　年２回の幹事会は冒頭出席
された方の「自己紹介」が貴

重な情報交換を兼ねています。自宅菜園の出来栄え、
味わう旬の紹介から、健康・趣味の秘策・近況、そ
して流れるままに、日々過ごされているお話など、
バラエティに富んでいます。
　一方、学年幹事会の悩みは幹事が空白の卒業年次
があったり、若手などなかなか増えない事です。
　お願いになりますが、ぜひ他薦、自薦で結構です
のでご連絡お待ちしております。
　同窓会を支える柱でもある学年幹事会、頑丈でし
なやかに長続きしたいと思います。この場をお借り
して現幹事の方への感謝と共に会員の皆様のご支援・
ご協力をお願いいたします。

学年幹事の皆さん
（平成 29 年 6 月 1 日現在）

平成 28 年度活動報告・決算報告および平成 28 年度予算
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編　集　後　記

会 長
副 会 長

学年幹事長
副学年幹事長
事 務 局 長
副事務局長

監 査

守谷　次郎（S38卒）
佐藤　元保（S37卒）福田ふみ子（S38卒）
工藤美知尋（S41卒）藤野由美子（S43卒）
今　憲行　（S43卒）
井澤　小一（S45卒）須藤　勝味（S46卒）
斎藤　四郎（S38卒）
浅野　陽一（S44卒）大野　治雄（S46卒）
佐藤　俊之（S60卒）
戸田　恵　（S38卒）木村　清次（S44卒）

東京鷹桜同窓会役員会

暑中お見舞い申し上げます

東京鷹桜同窓会事務局東京鷹桜同窓会事務局
〒285-0813 千葉県佐倉市石川７８１－１８　斎藤方
携帯 090-4749-3533(斎藤) 090-2623-3166(浅野)
Ｅ-mail    siro-saito@hb.tp1.jp(斎藤)
　　　　onlysun@catv296.ne.jp(浅野)
ホームページ (アクセスは右のＱＲコードで…) 
http://tokyoyououdousoukai.sakura.ne.jp/

平成 29 年度収支予算

　今年度の会報の最大の目玉は、大盛況のうちに終了
することが出来た 6 月 8 日東京オペラシティ内「近江
楽堂」で行われた母校百周年記念事業の支援を目的に
した八木りん木星音楽団とジョイントした【広い河の
岸辺コンサート】の模様を掲載したことです。
　今本部で考えている百周年記念事業は、ほとんどが同
窓会館の改修を第一にしており、ＯＢ・ＯＧが共に参
加し祝う事の出来るイベントが乏しいと思っています。
　ましてや関東圏に住んでいる我々としては、百周年
記念事業に参加するという事は特別会費の支払い以外
にはないのです。
　こうした状況を踏まえて、かつての仲間・同級生同
士の絆を取り戻したいと思い、企画したのが、今回の
コンサートでした。
　昨年秋【ふるさと長井会】が正式発足し、現在 1800
名以上の大組織に発展しています。初代会長に就任さ
れた安部浩氏には就任の抱負を書いて頂きました。
　丸川満さんには、出版業をするにいたった高校時代
の図書委員の時の思い出を、藤田健二君には、兄 ( 志郎
君 ) の思い出とともに現在の心境を、そして最後に、八
木倫明君にはコンサート活動の雑感を書いてもらいま
した。( 美 )

編集委員会 委員長 工藤美知尋
発行責任者 会　長 守谷次郎


